
DP5 生涯にわたり女性医師として「至誠と愛」の理念を持ち、振る舞い、自立して社会に貢献する意思を持つ。

DP4 安全な医療を行える能力を有する。

DP3 医学の発展、変化する地域や国際的な医療に適応する科学的および臨床的思考力を持つ。

DP2 自ら問題を発見し解決する能力を持つ

DP1 医師としての基本的診療能力を持ち、考え、行動することができる。

ディプロマ・
ポリシー

１年生

６年生

２年生

３年生

アウトカム

卒業時

人体の基礎/人体の機能と微細構造

人体の構造と疾患の基礎

領域講義・卒業試験

医の実践力 慈しむ心の姿勢

知識と技能を正しく使う力
問題を

見つけ追及
する力

問題解決に
向け考え
実行する力

根拠に
基づいた判断
を行う力

情報を
伝える力

法と倫理に
基づいて

医療を行う力

患者を
理解し支援
する姿勢

ひとの人生
へ貢献する

姿勢

社会に
奉仕する
姿勢

先導と
協働する
姿勢

生涯を
通じて研鑽
する姿勢

共用試験 (Post-CC OSCE)

：形成的評価 ：総括的評価

５年生

４年生

診療参加型臨床実習

臓器・器官系の構造と機能の
正常と異常

（3年生：医学研究）

PBLテュートリアル

選択
科目

基本的
・

医学的
表現
技術

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

3年生：女性医師のロールモデル実習

2年生：外来患者付き添い実習

1年生：医師・看護師シャドーイング実習

臨床入門

全身的な変化と医学/医療と社会

問題解決能力試験 (P-SAT)、共用試験 (CBT＆Pre-CC OSCE)

臨床統合試験

実力試験

医療・患者
安全学

AI/データ
サイエンス
と医療

至誠と愛の実践学修

主な早期体験実習

TBL
(Team-based 

learning)


